
講師:黒川伊保子氏

　2月7日（火）ホテルグランヴィア広島にて、郷心会西部ブロック（広島・安芸・廿日市・大竹）合同講演会を開催致しました。
　講師として脳科学研究者の㈱感性リサーチ 代表取締役社長の黒川伊保子さまをお迎えして170名（広島郷心会から110
名）の方にご参加いただきました。広島郷心会高場会長の開会挨拶の後『人生に効く脳科学～脳が創り出す男女のミゾ、人生
の波』というテーマで「脳を『電気回路装置』として見立てると人類の秘密が見えてくる」という発想に基づき①「男女での問
題解決に対して考え方が異なる」　②「年齢に応じて脳の機能が変化して円熟していく」という二つの切り口から講演いただ
きました。
　①「男女での問題解決に対して考え方が異なる」については、先ず考え方が男女間で異なることを理解した上で会話をしな
いと意思疎通が上手くいかず、お互い相互不信に陥ってしまうことになる。これを避けるためには相手の考え方を理解し、回
答した上で自己の考え方を述べると相手への敬意が生まれ、相互の理解が深まり良い関係が築ける。このことは「上司」と「部
下」の関係においても当てはまることを説明いただきました。
　②「年齢に比例して脳の機能が変化して円熟していく」については、脳は年齢に応じてその役割・機能が変化していき、60
歳以降ではそれまでの蓄積により達観する域に入り、人生は益々おもしろ
くなると説明されました。参加いただいた方、それぞれが自身の年齢に応
じて思い当たることを想起し、特に60歳以降の方は大きくうなづいておら
れました。
　Q&Aコーナーでは「これからどのように行動していけばよいか」との質
問に対して30代であれば「失敗をしてもくよくよせず前向きに捉えれば良
い」と、50代後半の方からの同様の質問に対しては「できないことにくよ
くよすることなく、できることに注力して行けばよい」と回答され、質問し
た二名の方を勇気づけていただきました。
　最後に安芸郷心会の宮田副会長から締めの挨拶をいただき、参加者全
員の拍手で黒川さんをお見送りしました。
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MAZDA6 20th Anniversary Editionの展示MAZDA CX-60 XD-HYBRIDの展示団体優勝の皆様（OUT_5組）

個人優勝　㈱共立・沖元周二様
（IN-1組　向かって右端）

2月11日土 広島ドラゴンフライズ観戦会

「第33回チャリティ・ゴルフコンペ」開催報告

　2月11日（土）広島サンプラザホールにて、3,539名の観衆の
中、広島郷心会の他、安芸・廿日市・大竹郷心会との合同企画の
観戦会を行いました。
　今シーズン好調な広島ドラゴンフライズを応援しようと、今回総
勢103名（広島郷心会より66名）の方にご参加いただきました。
　皆さまの渾身のご声援もあり、今シーズン好調で西地区2位の
広島ドラゴンフライズは、東地区3位の群馬クレイサンダーズに97
対87で競り勝ちました。
　参加された皆さまは、接戦で熱く盛り上がり、お気に入りの選手
へ手を振っての応援もできて満足された様子でした。
　この試合は、開幕から好調をキープしてきたチームにとって、こ
こ最近の負け越しからの脱却、また、プレーオフのチャンピオンシッ
プで、群馬がライバルとなる可能性もあること
から、初の正念場を迎えていました。
　広島は、第1クオーターに辻選手の3ポイント
シュートなどで主導権を握り、前半を54対31
と大きくリードしましたが、後半は群馬の3ポイ
ントシュートや速攻の反撃に苦しんだものの、
最後まで落ち着いた試合運びで逃げ切ること
ができました。
　皆さまの声援がチームを押し上げる原動力
になりますので、ぜひ、会場に足を運んで観戦
いただき、熱い応援をお願いします！
　最後に、広島ドラゴンフライズ様には、参加人数の調整など柔軟に対応いただきありがとうございました。

　3月11日（土）広島西カントリー倶楽部にて第33回広島郷心会チャリティゴ
ルフコンペを開催しました。参加者48名の方々がOUTコーススタート（6組24
名）、INコーススタート（6組24名）に分かれてプレーを開始しました。日中、気
温が20°近くに迫り、競技には絶好のコンディションとなりました。グリーン周り
やグリーンの設定に悩まされ、アプローチやパッティングに苦心された方が多く
おられました。今回はOUTスタート組24名の方が11番ショートホールでグリー
ンにワンオンできずニアピン賞の該当者が0名！という状況も生まれました。今
回も第32回に続き、開催会場となる広島西カントリー倶楽部様と㈱広島マツダ
様、㈱アンフィニ広島様にご協力いただき、クラブハウスエントランス前広場に

「MAZDA CX-60 XD-HYBRID」に加え「MAZDA6 20th Anniversary 
Edition」の計2台を展示しました。一般の方を含め約30組の方々がMAZDA 
CX-60の運転席を確認され、営業スタッフからの説明を熱心に聞いておられました。また、ATENZA誕生から20周年を迎え
たMAZDA6の外観、装備についても非常に高い関心を持たれていました。
　IN15番ホールでの”ワンオンチャレンジ”チャリティホールでは総額38,000円をお預かりし、3月13日（月）に社会福祉法人

「広島市手をつなぐ育成会」へ寄付いたしました。次回は10～11月に戸山カンツリークラブ様にて開催予定です。



『CARP FEST.2022』イベント協賛展示会

『第10回広島みなとフェスタ』

『高陽自動車学校』展示会

　2022年12月11日（日）に、広島テレビ放送㈱の１階にて『CARP FEST.2022』が実施されました。
　当日はカープ選手によるトークショーがメインのイベントとして実施され、
多くのカープファンが訪れました。この会場をお借りしてMAZDA CX-60を
展示し、多くの方々に見て触っていただき、デザインや品質の高さを実感し
ていただきました。

　3月9日（木）12：00～13：30、㈱高陽自動車学校様に
てマツダ車PR、マツダ店舗へ足を運んでいただく目的に
展示会を開催させていただきました。
　当日は㈱アンフィニ広島 安古市店 林店長をはじめスタ
ッフの方々により運営いただきMAZDA3、ロードスター、
フレアワゴンの3台を展示しました。
　当日は指導員、職員の方々をはじめ、升田校長様自らが
先頭に立って呼び込み活動を行っていただき、教習生の
方々にも現車を見ていただくことができました。

　3月18日（土）-19日（日）、「第10回広島みな
とフェスタ」が広島みなと公園（宇品）で開催され
ました。
　マツダ㈱BUYひろしまチームと広島郷心会
は、広島市と協働による「BUYひろしま」告知
活動と、広島製品であるマツダ車の商品説明、
PR等をおこないました。
　当該フェスタには、全国から多くの企業、団体
が出展され75,000人の方に来場いただきまし
た。
　マツダ車展示コーナーでは、新
型 MAZDA CX-60、MAZDA 
CX-5の2台を展示し、来場され
た多くの方にマツダ車にふれてい
ただきました。
　また、クルマに興味のある方や
購入をご検討中の方は、販売会
社スタッフとコミュニケーションを
取っていただきました。

展示会・イベント等の開催



講師：新井紀子氏

　3月22日（水）～4月1日（土）の10日間、マツダ㈱内の広島・防府
地区の各売店にて第19回 BUY ひろしま【郷心会＆広島うまいも
のフェア】が開催されました。
　広島郷心会会員からはアサヒグループ食品㈱、オタフクソース

㈱、㈱かしはら、大黒屋食品
㈱、広島魚市場㈱、㈱ポッ
プジャパン、三島食品㈱、㈱
むさしの8会員様、14郷心
会全体では51会員様に参
加いただきました。

トピックス ㈱アフィス（沼田自動車学校）様　マツダ教習車の増車

郷心会フェア

　2月18日（土）に、㈱アフィス（沼田自動車学校）様にてマツダ教習車7台の納車がありました。2020年7月の36台に続いて
の納車となり、合計で43台となりました。
　「『マツダ教習車は、教習生が運転操作に早く慣れ、安全運転に求められる技量を早く修得できるクルマ』を目指して開発さ
れました。ボディサイズが小さく、初めて運転する方でも車両サイズや周囲の状況が把握しやすいと教習生や教官の方にも好
評です。教習生の方には安全に教習していただくのに加えて、マツダ車の良さに触れていただきたいですね。」

第24回郷心会合同講演会
　2月2日（木）広島コンベンションホールにて、第24回郷心会合同講演会を開催致しました。
　広島郷心会からは49会員、68名の方々に参加いただきました。
　講師として国立情報学研究所社会共有知研究センター、センター長・教授の新井紀子さま
をお迎えして郷心会連合会（兼広島郷心会）高場会長の開会挨拶の後、「AI vs. 教科書が読
めない子どもたち」というテーマで講演いただきました。
　講演では、日本の中高生の多くが教科書を正確に読めていない実態がある一方、「AIは、
出来ることに限界がある。」ことを、Google翻訳を使った事例で紹介され、「人間にしかで
きない能力＝読解できる能力（構造化）」の大切さに触れ、「AIの進化とともに生きる私たち
は、どのような学びを求められているのか」についてお話いただきました。
　最後に因島郷心会の宮地会長から締めの挨拶をいただきました。


